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〈組み立てる時の注意〉
・取D付け部を無理芯方向に曲げたり引っ強ったりし恕いでください。
.部品はプラスチッヲ用ニッ'J('一息どできれいに切り取りましょう。切D取コた後のヲズは槍ててください0
・部品の中には、やむをえ昔、とがった部分がありますので、気をつけて組み立ててください0
・ステッカー|草、必要芯部分を切り抜いて賄ってください。
.部品の加工の際の刃物、工具琢どのご使用にあたっては、それぞれの取顕い説明書をよく
読んで正しく使用してください。 

eNゲージ鉄道模型のパーツ拡どのご使用にあたっては、それぞれの取扱い説明書をよく

読んで正しく使用してくだ古い。
 

{お買い上げのお客様へ} 不都合芯点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客様相談センター

干初-8511 柏市豊四季加 -22 ナビダイヤル 0570-041-101 
.受付時間 10時-17時 (祝白、軍事害事体韓日を隊く) 

PHS 、 IP.話尊をご利用の方は04-7146-0371 におかけください.

《商品・修理晶送付先》 パンタ.イ 栃木修理・配送センター
干321-0298 栃木県下都賀郡壬生町おもちゃのまち5-4-67

.宮車時間 10時-17時(士、目、祝日..事・害事体量日を除<) 電話番号はお客樽相談センター共通

*床板(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。
*スノープロウは着脱可能です。(カブラーポケットの溝に、爪をしっかりと掛けてください。) 

*Ef200, Ef210, 00ねなどでは、車体長が長いためカブラーの首撮りが充分にで曹ません。
重遭運転や、 極小カーブ，$カーブ上では、連織が本雪定な場合がありますのでご注意ください。

②電車・気動車忍び路面電車への動力ユニットの取り付け
・reトレインショーティー専用・動力ユニット回・電車・気動車用』

もしくは『同動力ユニット白・路面電車用J を使用します。


--'ヲヶー j市田ち噌ーで"'~ 1- 左右4箇所の爪ψで、車体
仁百五吾す~主~q と固定します。

付~斤司君開~ ~円害総 τ二亘子三孟二石五~ I 場ゆるい場合には、両面子一プ
はiJ札将位二淵 RA限Q淵 阪Q凋RA臨に漣illヤ--' 1 などで固定してください。

出イラストは「動力ユニット闘・電車田気動車用」です。 f動力ユニット 図・路面電車用jには前挫のがラーはありません。
*床板(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。
本台車側面に、台車レリ フを取り付けてください。
(追加ウェイト l立、走行状況に応じて僅用してください。 車内田空きスペ スに、両面テ ブなどで固定します。)

⑧トレーラー(動力の無い車両)への台車の取り付け
 
ereトレインショーティー専凋・走行台車白」を使用します。

本台車部分を外して (床板は付けたまま) 、走行台車をセン宇一ピン穴に装着してください。
取り付けがゆるい場合には、走行台車の取り付けピンを広げて調整してください。
本台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。

本旧型イプ床板では、台車の回転止めピンがあります。 また、初代床板では力プラー台座
と車輪止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。

事台車に取り付けたr台車レリーフ』が走行中に落下しないように、取り付けがゆるい場合 a
にlま後策潮崎Eどを使用して固定してください。
$スカートのある先刻車に、動力ユエットや走行台車を取り付ける場合は、スカートを取り
外すか、または台阜のカブラー郁分壷切り取ってから議書官してください。

*斬幹線など車体績にカバーのある車両では、台車レリーフを取り付けできません。 

I剖叩叩………s叩叩……7晴判叩山……HG旬ル…レ川い日ム
取り付けの「ピンなし」を使周します!Ijまたは、ピンを切り取ってください。 }建国車恩EιllPJ匝密書l

*先頭車でスカートとダミーカブラーを付ける場合では、プロッヲパーツは 臓iiiíiíìij 司巡砂2
叱ンあり』を使用して、走行台車のカブラ一部分を切り取ってください。 百あり ピンなし 
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固〈シャーシの完成〉 ;2253三525;zrzzyメを床板に通 す

護育品車fl孟母
-マグネットカブラー ~91 
キ磁石で連結開闘でをます。 (~、♀ムノ

(極性(S.N)が車るので、通話する 九 )))
向きに連軍してください。

・ドローパー ノ活ジJ
事E両を園定遭結します。 止るに，r

.ダミーカブラー
(先頭車正面主主どに恒周します@連結はできません。)

￠密着週括器 4 自動連結器己
(JR電車ほか) 111十 客車気動車lまか) 

eNゲージ用の線路、コントローラーなどは、 ~IJ途ご用意ください。

本線路、コントローラーは、各社のNゲージ規格の製品が共通に使用できます。


ホ Nゲージにおける使用方法は、各社・ Nゲージの取り扱い説明書をご覧ください。


・走行条件によって、牽引できる車両の数は変わります。
本動力ユニット1 台で、通常 lま4而程度を牽司 [C 自車含む)することができます。
 

(勾~区間や急カーブのある線形では、牽引できる両数が制限されます。)


国 KATO製の動力ユニットを使用することもできます。 
⑦機関車用・動力ユニット(ス力 トは取り外してください)ド EF64o ， DF50. DD53など、
|品番 11 ・ 103 1 ポケットライン用動力ユニット U の低い車両に装着できません。 

1*1 1-1 03は‘膚入時にはカブラーポケットの肉側にス1--;1パー〈プラ小片)が入っていますので、
必ずスト山〈ーを取り外してから麓婚してください。 

②電車・気動車用・動力ユニット(台車レリーフは取り付げできません。)

この|まか.割りピン取り付け方式の、各社
台車在取り付けることができます。

-パンタグラフの交換
*お好みのNゲージ用パン告グラフを別途お買い求めの上、交換してください。 

KATO:11 ・401 PS14 直車パン Pヲラ7 11')ーンマツ 7}. ・ 80-2:PS13:圃I茸パン宮タラ7 
KATO: 11-403 PS22 置車・下枠吏畳車パン'J1jラフ 炉Jーンマッヲス :80-3 ・ PT42・直車パン空手ラ7 
KATO: 11-404, 11-420 P唱 16 置車パン'J1jラ7 拘1)-ンマ77}':80-5:PT43 直車11ン世Ijラ7

持 "-420は、 E担穴が4個目屋根に対応しますe | 守口}.ポイント PT7 1C シンヴルアーム・パン'J1jラ7

このほか、取り付けピンが縦2本方式の 、 各社・パンヲゲラフを取り付けることができます。

卒各種の交換バーツは、メーカー，形式によって取り付lすが闘い(緩い〉場合もありますので、それ

ぞれ捌型車のうえ取り付けてください。またパーツによっては加工が必要なものもあります。


*動力ユニットの撞着にl主、車橿によっては車体制の一部{ガラス，スカートなど)や、動力ユニット

の床板などを切り取る等の加工が必要な編合があります。




-
-
-
-
-

一一パンヲグラフ (車体の組立て〕 
①左右のガラスの前後!こプeロックを取り付けます。

*ブロックの上下の向きに注意して、 | フロッヲガ司ー....... ，!!fÄ
パチンと奥まではめ込んでください。 | 前1JIS ー‘.-，...... 

②屋根を取り付けます。 I ~ I 
(パンタ付きの車両|まパンタグラフを取り付けます。)

③妻板を取り付けます。
(先頭車|立後方 1 枚、中間車lま前後2枚取り付けます。)

④左右の側面を取り付l才ます。

⑤シャーシのつめに合わせて車体をかぶせます。
(中間車は完成です。)

⑤先頭車は前面を取り付けて完成です。
(スカ-H寸きの車両は、先にスカートを前面に取り付けます。) 
⑦力プラーを最後にブロックのピンに取り付けます。

*取り付け部が固い場合があります。その場合にはドライバーの
先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

*取説に記載されている車両は、パリエ ション内の一部です。前面パーツ，屋根パーツなど
は、車種・塗装によってセッ卜されているパーツが異なりますのでご注意ください。
*また生産の都合上、予備パーツが含まれている場合があります。 あらかじめご了承ください。
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車体番号(小サイズlまE薗悶 }	 前置 圃種別方向事 
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